

































































































































































































み発車を待ってい 私は、 「降りられましたら黄色い線の内側をお歩きください」の車内放送を聞 て、あ っ
!?　
と思いまし













◉? ?? ? ?一見矛盾しているようだけど実は正しい、とい 事柄を意味します。 「アキレスと亀のパラドックス」 、 「テセウス 船のパラドックス」などが有名です。
外側と内側という概念もどこかパラドックス的で、 「こ は外
側なのか、内側なのか」ということを突き詰めて考えていると、グルグルしてしまいそうですね。もっ も、グルグル ることは大変良いことで、答えが決まっ ないことを考えることこそ大学での学問の基本中の基本 。また、大学ではことと同じように、外 世界を知ることの重要性を多くの先生から教わることでしょう。
社会人となっても、内側の世界に閉じこもらず、外の世界の
刺激を受け、自分自身を成長させ続けることは求められます。私自身の経験から言うと、新しい職場や仕事から受ける刺激は、単純に新しいものが「積み重なる」という感覚 はありません「新しい自分に書き換わる」 という感触に近いです。言い換えると、外側と内側が混沌とし、矛盾 ジレンマ 中でもがき、そして、秩序化されていくこ の連続です。理性と図書館のはなし「理性は聴き取ることである」 。これは、私が尊敬する先生から教えていただいた言葉です。私は、これまでいくつかの図書館で勤務し、多くの先生方から刺激をいただきました。共通して言えることは どの分野でも絶えず勉強し、知識を深め
ている方ほど謙虚であるということです。知れば知るほど、謙虚にならざるを得ないと言ったほ が正しいのかもしれません。
謙虚さを持ち続けないと外からの声を聴き取ることはできま
せん。謙 さとは、新しいこと、自分の経験以外のこと、すなわち外側の世界に対する柔軟性、あるいは「知的な なや さ」とも言い換えられるかもしれません。
古今東西の知を蓄積している図書館は、外の世界への出口で
あり、同時に内なる世界への入口だと、私は考えて ます。学生のみなさんには、外の と内 る世界 行き来し 、謙虚に多く ことを学び続けていただきたいと思います最後に万能細胞のはなし
話題の「万能細胞」 。様々な報道や情報に触れ、研究の正義と




















































































































































1 日本人のための広東語／頼玉華 著 B/a8/634067/1
2 初級ロシア語文法／黒田龍之助 著 S/a7/686406
3 グレート・ギャツビー／スコット・フィッツジェラルド著、村上春樹 訳 A/9K-8/F553A-4/2
4 ケータイ「万能」フランス語文法　実践講義ノート／久松健一 著 N/a5/674588
5 フランス語／東郷雄二 著 N/a7/623744
6 グレート・ギャッツビー／フィッツジェラルド 著、小川高義 訳 文庫 /23-1/ ﾌ 6-2
6 神道入門—日本人にとって神とは何か／井上順孝 著 A/170/608115
6 ソシュールと言語学—コトバはなぜ通じるのか／町田健 著 A/810/578635
6 方言の文法／佐々木冠ほか 著 A/a8/615868/2
10 はじめての言語学／黒田龍之助 著 A/810/549045
Rank Title/Author 附属図書館請求記号




A Complete Course on How not to Forget the Meaning and Writing of Japanese 
Characters / James W. Heisig　★漢字学習書｜英語・日本語 A/a1/142/1
3 Ukrainian / Olena Bekh and James Dingley
★ウクライナ語学習書｜英語・ウクライナ語
S51/a7/573402
4 Exploring Translation Theories / Anthony Pym
★邦題 『翻訳理論の探求』｜英語
K/817/672793
4 Different Histories / Jonathan Mack ... [et al.]















































① What I Wish I Knew When I Was 20 Tina Seelig HarperOne
② Extremely Loud and Incredibly Close Jonathan S. Foer Penguin
③ Justice: What’s the Right Thing to Do? Michael Sandel Penguin










































① 統計学が最強の学問である 西内啓 ダイヤモンド社
② 外交　Vol. 19 「外交」編集委員会 時事通信社
③ 夜と霧　新版 ヴィクトール・フランクル みすず書房
2013 年度の売れ筋「新書」
① 知の逆転 ジャレド・ダイアモンド他 ＮＨＫ出版新書
② 国際貢献のウソ 伊勢﨑賢治 ちくまプリマー新書
③ 日本語という外国語 荒川洋平 講談社現代新書
2013 年度の売れ筋「文庫」
① 永遠の０ 百田尚樹 講談社文庫
② 思考の整理学 外山滋比古 ちくま文庫
③ 銃・病原菌・鉄（上・下巻） ジャレド・ダイアモンド 草思社文庫
④ オレたちバブル入行組 池井戸潤 文春文庫
⑤ 星の王子さま サン・テグジュペリ 新潮文庫
2013 年度の売れ筋「文芸書」
① 色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年 村上春樹 文藝春秋
② わが盲想 モハメド・アブディン ポプラ社
③ 虹の少年たち アンドレア・ヒラタ サンマーク出版
④ グレ－ト・ギャツビ－ フィッツジェラルド 中央公論新社


























































































































































































































































































































































































































































































































































































という詰問に、大学に関わるひとびとは晒されてしかるべきだろうし、そうした緊張感を忘れてしまってはなら い。しかし、だからと言って大学がビジネス組織に変わり、ビジネスチャンスのシーズとして切り売りされることが、あたかも「有用性」の内容であるかのように単純化さ しまうとなると、話は違ってく 。 「国民の税金であるからこそ」という議論に乗ってみるなら、だからこそ、この市民社会の文化的な基礎体力と底力を支え ため、大学は自分たちの固有の役割を果たさなくてはならない。開かれるとしたら、特定の企業にだけでは 、社会のも と多様な
次元にむかって開かれるべきであり、この社会の未来の世代に対してこそ繫がっていくのでなくてはならない。
人文学や社会科学も、わたしたちの時空、わたしたちの


















































































と親交のあった方々による き下ろ の論考とエッセイ、単行本未収録の貴重な論考、スケッチや写真の数々、詳細な年譜・著作目録などを収めた、新旧の読者 向けた永久保存版です。
ＡＡ研開所五〇周年記念出版として編集
を進めているのは、
『人文学のフィールドサ
イエンス
（仮）
』。本書は、ＡＡ研の研究者
一七名によるフィールドワーク入門であり、学ぶことへの入門書として、大学生を中心とした若い読者にぜひ読んでいただきたい、いわばＡＡ研版〝知の技法〟 す。
どうぞご期待ください。さて、本学出版会も発足から五年半、よ
うやく、とっておきの、すぐれた企画が実りはじめました。いまだ未熟な出版部ではありますが、日頃の地道な出版活動を通じて、さらに新しい知的な刺激を提供してまいりたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
 
（出版会編集室）
